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平
成　

年
、
国
土
交
通
省

２１

が
全
国
の
市
町
村
を
対
象
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、　

％
の
市

７２

町
村
が
空
き
家
や
空
き
地
の
管
理

な
ど
を
問
題
に
し
て
い
る
と
回
答

す
る
な
ど
、
そ
の
対
策
は
全
国
的

な
課
題
で
あ
る
。
本
市
の
空
き
家

の
状
況
や
課
題
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。
ま
た
、
県
は
空
き

家
対
策
を
検
討
し
て
い
る
が
、
全

改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム　

佐
竹　

百
里
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県
的
な
対
策
で
あ
り
、
子
育
て
世

代
へ
の
賃
貸
を
促
す
マ
ッ
チ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
、
本
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
沿
っ
て
具
現
化
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
空
き
家
の

利
用
促
進
の
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

�　

平
成　

年
の
住
宅
・
土
地

２０

統
計
調
査
で
は
、
本
市
の
空
き
家

率
は　

・
２
％
で
、　

年
に
比
べ
、

１１

１５

２
・
７
％
上
昇
し
て
い
る
。
空
き

新
政
会　
　
　
　

青
�　

愼

　

�　

猛
暑
の
中
で
も
、
綾
瀬
ス

ポ
ー
ツ
公
園
は
多
く
の
利
用
者
が

あ
っ
た
が
、
公
園
内
に
は
日
陰
が

�������	

�������	

�������	

家
の
増
加
は
、
少
子
高
齢
化
な
ど

で
、
居
住
環
境
に
対
す
る
市
民
ニ

ー
ズ
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ

と
も
一
因
と
考
え
て
い
る
。
今
後

は
、
空
き
家
の
要
因
や
居
住
環
境

に
対
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏

ま
え
、
定
住
の
促
進
、
空
き
家
の

解
消
に
つ
な
が
る
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
。
ま
た
、
県
で

は
、
空
き
家
や
空
き
家
予
備
群
が

抱
え
る
課
題
の
多
様
性
に
対
処
す

る
た
め
、
「
空
き
家
ト
ー
タ
ル
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
構
築
を
議
論
し

て
お
り
、動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
綾
瀬
市
と
し
て
の
少

子
化
対
策
に
つ
い
て
」
「
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
に
よ
る
課
題
と

ま
ち
づ
く
り
」
を
質
問
）

　
　
　
　
　
　

越
川　

好
昭

　

�　

政
府
は
、
東
日
本
大
震
災

の
復
興
財
源
に
充
て
る
た
め
に
行

っ
た
国
家
公
務
員
の
給
与
削
減
同

様
、
地
方
公
務
員
の
給
与
を
削
減

す
る
よ
う
自
治
体
に
要
請
し
た
。

さ
ら
に
、
給
与
削
減
を
前
提
に
地

方
交
付
税
法
を
改
正
し
、
地
方
交

付
税
の
削
減
を
決
め
た
。
こ
れ
に

対
し
、
県
市
長
会
は
、「
地
方
公
務

員
の
給
与
決
定
に
国
の
方
針
を
押

し
付
け
な
い
こ
と
を
強
く
求
め

る
」と
の
意
見
書
を
提
出
し
た
が
、
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本
市
の
地
方
交
付
税
は
、
前
年
度

比
、
４
１
０
０
万
円
の
減
額
と
な

っ
た
。
地
方
交
付
税
を
削
減
す
る

半
強
制
的
な
手
法
は
、
自
治
体
を

政
府
の
末
端
組
織
と
し
て
扱
っ
て

い
る
と
し
か
思
え
な
い
。
こ
の
状

況
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　

�　

地
方
交
付
税
は
、
財
源
が

少
な
い
地
方
自
治
体
の
一
般
財
源

を
保
障
す
る
財
政
調
整
機
能
や
国

と
地
方
の
財
政
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
、
財
源
を
配
分
す
る
役
割
が
あ

る
。本
市
の
普
通
交
付
税
は
、昨
年

度
に
比
べ
減
額
と
な
っ
た
が
、
理

由
の
一
つ
に
、
東
日
本
大
震
災
復

興
財
源
の
一
部
に
充
て
る
た
め
、

国
家
公
務
員
の
給
与
削
減
に
端
を

発
し
、
地
方
公
務
員
の
給
与
削
減

を
前
提
に
、
算
定
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
。
地
方
固
有
の
財
源
で
あ
る

地
方
交
付
税
の
削
減
は
、
自
治
体

財
政
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
、

国
に
よ
る
一
方
的
な
削
減
は
遺
憾

に
思
う
が
、
法
改
正
に
伴
う
も
の

で
あ
り
、重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

（
ほ
か
に「
深
谷
落
合
地
区
の
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て
」
「
生
活
保

護
費
の
削
減
に
つ
い
て
」を
質
問
）

　

�　

４
年
前
、
生
活
困
難
に
陥

っ
て
い
る
世
帯
に
対
し
「
生
活
支

援
あ
っ
た
か
相
談
」
制
度
を
提
唱

し
た
。
そ
の
思
い
を
具
体
化
し
発

展
さ
せ
た
市
が
実
際
に
あ
る
。
滋

賀
県
野
洲
市
で
は
、
市
民
部
に
市

民
生
活
相
談
課
を
立
ち
上
げ
、
す

べ
て
の
相
談
窓
口
を
一
本
化
し

た
。
特
筆
す
べ
き
は
、
生
活
に
困

っ
て
い
る
方
を
行
政
が
積
極
的
に

発
見
し
、
生
活
が
再
建
さ
れ
る
ま

で
、
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
て
い
く

体
制
で
あ
る
。
相
談
者
に
制
度
な

ど
を
紹
介
す
る
だ
け
で
な
く
、
実

際
に
付
き
添
う
な
ど
の
援
助
を
行

っ
て
い
る
。
合
言
葉
は
、
「
お
せ

っ
か
い
」
だ
と
い
う
。
こ
う
し
た

伴
走
方
式
の
先
進
事
例
を
研
究
し

て
、
導
入
を
検
討
し
な
い
か
。

日
本
共
産
党　

上
田　

博
之
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生
活
に
困
っ
て
い
る
方
に

対
し
て
は
、
内
容
を
聞
き
、
そ
の

方
の
立
場
に
な
っ
て
、
誠
実
に
問

題
解
決
の
た
め
の
情
報
提
供
や
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
市
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
中
で
、
市
民
生
活
の
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
応
え
る
た
め
、
弁
護
士

や
各
種
相
談
員
を
配
置
す
る
と
と

も
に
、
個
々
の
問
題
に
関
連
す
る

部
署
の
連
携
に
よ
る
相
談
体
制
を

取
っ
て
い
る
。野
洲
市
の
事
例
は
、

導
入
経
過
や
職
員
体
制
、
相
談
の

実
例
な
ど
を
よ
く
研
究
し
、
そ
の

中
で
、
取
り
入
れ
ら
れ
る
も
の
が

あ
れ
ば
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
「
第
一
種
低
層
住
居
専

用
地
域
の
住
環
境
を
守
る
た
め

に
」
を
質
問
）

少
な
い
。
低
い
樹
木
は
あ
る
が
、

十
分
に
成
長
す
る
ま
で　

年
程
度

１０

か
か
る
見
込
み
で
あ
る
。
子
ど
も

た
ち
の
応
援
に
来
る
保
護
者
な
ど

の
た
め
に
、
日
よ
け
対
策
や
日
陰

作
り
を
考
え
な
い
か
。
隣
接
し
て

い
る
大
和
市
側
の
公
園
で
は
、
噴

霧
状
の
水
を
発
生
さ
せ
る
ミ
ス
ト

シ
ャ
ワ
ー
を
設
置
し
て
い
る
。
本

市
も
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た

め
、
設
置
を
考
え
な
い
か
。
ま
た
、

県
道
か
ら
の
入
り
口
に
あ
る
既
存

の
案
内
看
板
は
、
大
変
見
づ
ら

い
。
市
外
か
ら
の
利
用
者
も
い
る

た
め
、
主
要
幹
線
道
路
な
ど
に
看

板
の
設
置
を
考
え
な
い
か
。

　

�　

利
用
者
か
ら
は
、
植
栽
し

て
い
る
樹
木
が
育
っ
て
い
な
い
た

め
、
日
陰
が
欲
し
い
と
い
う
声
を

聞
い
て
お
り
、来
年
度
、屋
根
付
き

休
養
施
設
２
基
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
設
置
済
み
の
ベ
ン
チ
に
日

よ
け
対
策
が
で
き
る
か
検
討
し
て

い
く
。中
高
木
も
植
栽
す
る
が
、葉

張
り
で
き
木
陰
と
な
る
ま
で
時
間

を
要
す
る
た
め
、
経
過
を
観
察
し

て
い
き
た
い
。
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー

は
、
熱
中
症
対
策
に
有
効
で
あ
る

た
め
、
水
道
な
ど
の
配
管
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
設
置
を
検
討
し
て

い
く
。ま
た
、市
外
か
ら
の
公
園
利

用
者
も
多
く
、
今
後
も
市
内
外
と

も
に
利
用
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
主
要
幹
線
道
路
な
ど
に

看
板
を
設
置
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
「
『
３
０
３
３
』
運
動

に
つ
い
て
」
を
質
問
）
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●
８
月

　

日　

議
会
全
員
協
議
会
・
議
会

２０

改
革
検
討
協
議
会

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

２６●
９
月

２
日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
初

日
）
・
議
会
運
営
委
員
会

・
議
会
全
員
協
議
会

３
日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
第

２
日
）・
議
会
全
員
協
議
会

５
日　

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

６
日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

９
日　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

日　

基
地
対
策
特
別
委
員
会

１７
　

日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
第

１９

３
日
）

　

日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
第

２０

４
日
）・
議
会
運
営
委
員
会

　

日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
最

２６

終
日
）
・
議
会
運
営
委
員

会
・
議
会
全
員
協
議
会
・

議
会
報
編
集
委
員
会
・
議

会
改
革
検
討
協
議
会

●　

月
１０

９
日
〜　

日　

市
民
福
祉
常
任
委

１１員
会
行
政
視
察
（
山
形
県

鶴
岡
市
・
山
形
市
・
東
根

市
）

　

日　

議
会
全
員
協
議
会
・
議
会

２１

改
革
検
討
協
議
会

　

日
〜　

日　

総
務
教
育
常
任
委

２３

２５員
会
行
政
視
察
（
福
岡
県

福
岡
市
・
山
口
県
防
府
市

・
宇
部
市
）

　

日　

議
会
報
編
集
委
員
会

３１●　

月
１１

　

日
〜　

日　

経
済
建
設
常
任
委

１２

１４員
会
行
政
視
察
（
福
島
県

い
わ
き
市
・
喜
多
方
市
・

本
宮
市
）

　

９
月
５
日
、
県
下
一
斉
に

「
か
な
が
わ
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト

訓
練
（
い
っ
せ
い
防
災
行
動
訓

練
）
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
地
震
発
生
時

に
身
の
安
全
を
守
る
た
め
、

「
①
ま
ず
低
く
②
頭
を
守
り

③
動
か
な
い
」
と
い
っ
た
重
要

か
つ
簡
単
な
安
全
行
動
を
一
斉

に
行
う
も
の
で
す
。

　

本
市
議
会
で
も
、
当
日
開
催

の
市
民
福
祉
常
任
委
員
会
を
一

時
中
断
し
、
議
員
と
職
員
が
訓

練
に
参
加
し
ま
し
た
。
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